平成３０年１月３１日
日本将棋連盟山形県支部連合会

支部長　各位
事務局　各位
日本将棋連盟山形県支部連合会

（書記）事務局長　石井知征
山形県支部連合会新年会　会議録

1． 日時　　平成３０年１月２７日（土）１５時より

2． 場所　　天童市天童温泉　滝の湯ホテル
3． 会議　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（司会　石井事務局長）

・開　　会　日本将棋連盟山形県支部連合会副会長兼幹事長　花輪　正明
・挨　　拶　日本将棋連盟山形県支部連合会会長　　　　　　大泉　義美
（要旨）ご多用の中、お集まりいただきありがとうございます。
本日は連盟から鈴木大介常務理事、阿部健治郎七段と西尾明六段、山形新聞から編
集局将棋担当の鹿野さんのご出席をいただき感謝申し上げる。
・来賓挨拶　日本将棋連盟常務理事　　　　　　　　　　　　鈴木　大介　九段
（要旨）今、藤井四段の活躍や羽生竜王の永世七冠の国民栄誉賞の受賞など、将棋界が話題
になっている。渉外担当理事になったが、苦労の多い仕事である。本日、皆様方から
のご意見なども踏まえて、より良い将棋界にしたいと思っている。よろしくお願いし
たい。
　　　　　　　　山形新聞社編集局将棋担当　　　　　　　　　　鹿野　順一　氏
　　　　　（要旨）いつも本紙主催の大会では本当にお世話になっている。本年は５年に一度の東北六
県将棋大会が本県にて行われる。支部連合会様には大変お世話になりますが、よろし
くお願いしたい。
４．自己紹介
５．講演（書記　花輪）
　１）「連盟の事業方針について」　　　　　　　　　　　　　　日本将棋連盟　鈴木　大介　常務理事

　　【要旨】
　・将棋ブームで子供たちが増えた
　・このブームをきっかけに将棋界発展を

　・全体で将棋ファンが２０－３０％増えている

　・ファンサービスの充実を

　・中継ブログ等リアルタイムの中継と解説を充実

　・ニコ生・abemaＴＶ・銀河チャンネル３社が放映、今後もう１社プラスしたい

　・初心者が増え、観る将が出現した、勝負メシ等が話題になったのは驚き
　・棋戦の協賛スポンサーを増やす

　・朝日オープン、６社が協賛

　・学生将棋にスポンサーが付きやすい

　・普及活動の一環として、９－１０級の子供たち対象に小冊子作成中、４月ころ配布か
　・今が普及の勝負ところ、２０－３０年後の将棋ファンを増やしたい

　・藤井聡太チームが出来た、これは今までにないことだ

　
質問
　・人間将棋藤井４段の出演は？

　　　難しい、学業優先か

　・タイトル戦のＢＳ中継の復活は？
　　　今放送形態が変わっている、復活は難しいかも
　・初心者向けの解説は？

　　　今棋士の中で、初心用に解説するようにしている

　・インターネット放映の視聴者は？

　　　８０％が８級以下の方々
６．議事（座長　大泉県連会長）

①県連総会懸案事項について
（座長）　　　　事務局からありますか。
（石井事務局長）会長が総会で提案された、「将棋普及協力金」について、会長からお話をしていただ
きたいと思います。
（座長）　　　　総会にて提案させていただいたので、本日は資料は用意しておりませんので、口頭
にて説明させていただく。
　事務局の中でも色んな考え方があり、
・目標金額があった方が良いのでは
・反対の考え方をする方は少ないと思うが、透明性、外部監査や税理士とかを使
って高める必要性があるのでは
　　　　　　　　　などもある。
　　　　　　　　　皆様方のご意見を伺いたい。
　（安藤村山支部長）協力金を集めるには何のためにいくらなどの目標額は必要と思う。また、誰が集
めるのかやその方法など、たたき台を出してもらいたい。なお、税理士は不要と思う。
　（阿部寒河江支部長）何のためにという目的をハッキリしてもらった方が集めやすいと思う。
　（矢作河北支部事務局長）理解していただくことを考えないと集めにくいと思う。
　（山口村山支部幹事長）事務局会議の際に、桜井さんから、小学校などに問い合わせをして、必要と
する学校や盤・駒などの必要なセットと金額を集計しておけば、目標額は決められる
のではないか。
　（高野山形支部幹事長）この件については特にありませんが、十字屋では年２回小学生の大会をやっ
てくれていたが、今回撤退となった。本当に残念だ。
　（座長）　　　　来年度の総会まで、この度の意見を踏まえて検討させていただきたい。
②県連事業計画について（花輪幹事長が資料にて説明）
　　主なもの
・２月１２日に、仙台で「将棋指導者講習会」があり、大泉会長が棋道師範として講演される
・４月２１日（土）から２２日（日）に、「天童人間将棋」が開催される。出演者として藤井四段あ
るいは羽生永世七冠を連盟に要望している。鈴木常務理事、この辺りはどうですか。
　　　⇒（鈴木常務理事）藤井四段は４月から高校に進むが、その高校が出席に厳しいと伺っている
連盟では、出身地の名古屋は別として、他には出さないという方針です。
また、羽生さんについては、本人から伺ってもらいたい。
　　・５月１２日（土）～１３日（日）に、県将棋選手権大会・ジュニア選手権・レディース選手権大
会を滝の湯ホテルにて開催

・６月３日に将棋最強戦を開催し、上位３名が六県大会に出場する
・６月３０日（土）～７月１日（日）に第６２回を迎える東北六県将棋大会を本県にて開催
・これに合わせて第１０回東北六県連合会長会議を開催
・１０月６日（土）～７日（日）に、第４回イオン子ども大会・全国大会を開催

・１０月１４日（日）に、第２回千客万来４０００人同時対局を開催。ギネスに再び挑戦
・１０月２７日（土）に、河北支部の主管で県連総会を「ひなの湯」にて開催
・１１月２３日（金）～２４日（土）に、将棋の日の関連イベントがある
⇒（阿部健治郎七段）　将棋の日の主催はどこになっているのか
　（座長）　　　　　　日本将棋連盟と天童市です
　（花輪幹事長）　　　２３日が子ども将棋大会、２４日がＮＨＫの収録の予定

（大泉座長）
・事務局から説明がありました。拍手を持って承認したい。
（鹿野様）
　　・東北六県大会の詳細等は、今後打合せをお願いしたい。

④その他
（座長）　　　　事務局から何かありますか。
（石井）　　　　特にありません
（座長）　　　　皆様方から特になければ、これにて会議を終了いたします。
７．講演（書記　花輪）
　１）「子どもの指導方法について」　　　　　　　　　　　　日本将棋連盟　西尾　明　六段
　　【要旨】
　・いろんなタイプの子供たちがいる
　　負けるとやる気をなくす子、負けん気が強い子

　・各個人に合わせた指導が良いのでは

　・指導で選択肢を与えて、自分の意志で答えを出させる

　・８枚落ちは、教えることを２点にしぼる

　　　駒の価値（点数を教える）

　　　数の攻め

　・認知科学上、初心者は盤面全体が見えない（ブロックしか見えない）
　・部分図を教える（詰め将棋とか手筋のブロック図面を重点的に）

　・駒数が少なくして教える

　鈴木常務
　・指導に遊びの要素を入れる

　・でも、負けたときは「負けました」と言わせる

　・将棋は１間飛びの手が良いと教える

３）「質疑応答」
　・連盟で初心者用のテキスト作成は？
　　難しい問題

　・駒落ち必勝法のテキストは？

　　必勝法はなかなかない。終盤が勝負のところがある
　・大盤を使用して、実例を挙げて、説明していただきました。

　　大変解りやすかったと思います。

（以上）
